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国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構保有特許

原子力施設の事故後の施設近隣における空間線量率の測定に影響（空気によるガンマ線計数率の減衰
など）を与える要因を考慮することにより、測定の精度を上げ、地表の放射性セシウムの沈着量をより一
層精確に測定することができる。

技術的特長

事故後の原子力施設近隣における空間線量率の測定に影響を与える要因を考慮することで、測定の精
度を上げ、地表の放射性セシウムの沈着量をより一層精確に測定することができる。

発明の効果

事故後の原子力施設近隣の環境測定を行う分野で活用される。
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本特許の活用用途
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【図１】に無人ヘリコプターを用いた空間線量
率、放射性セシウムの沈着量の解析のイメー
ジを示す。

【図２】に無人ヘリコプターの検出器で測定さ
れたガンマ線のエネルギースペクトルの例を
示す。上側にあるスペクトルが地上高度80ｍ
のもので、下側が海上高度100ｍのものを示し
ている。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

１．ヘリコプター搭載システムの方法では、パ
イロットの被爆の関係で原子力発電所の直
近の空間線量を測定することが出来ないと
いう問題があった。

２．たとえ無人ヘリコプターを使用したとしても、
空気によるガンマ線計数率の減衰を考慮し
ていないため、地表の放射性セシウム沈着
量の精確な測定が出来ないという問題が
ある。

３．K-40，U系列などの天然放射性核種による
影響なども考慮していないため、地表の放
射性セシウム沈着量の精確な測定が出来
ないという問題もある。

従来の問題点
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【図１】解析イメージ

【図２】各放射性物質の沈着エネルギーと波高値との関係


